
　（別紙４（２）） 事業所名 　グループホーム熊取

目標達成計画 作成日：　平成　　　２２年　　　６月　　　１７日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

夜間など少ない時は職員が２名となる。避難訓
練は行っているが、自力避難できない利用者も
多く不安が大きい。

訓練及び研修により利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いていく。

夜間を想定した訓練を１回／年行う。運営推進
会議でも今後も実態の報告を行い、町や自治
会の協力が得られるよう努める。

６ヶ月

2 33

具体的に施設で出来ること、出来ないことを明
確にした文書がない。

当施設の重度化や終末期に向けた方針を
共有する。

文書を作成し入居時には当施設の出来ること、
出来ないことを本人及び家族へ十分に説明し
ていく。また本人や家族の意思を尊重し、出来
る限り施設生活が継続出来るよう、職員間の共
有にも努める。

１２ヶ月

3 36

各職員の認識不足により、介護記録の保管管
理が十分でない。

個人情報の保管管理の徹底。 個人情報保護のため、介護記録記載後は必ず
所定の場所へ戻し、厳重に管理するよう指導を
行う。

１ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


